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警告

注 意

キーエクスパンションユニットEXP-801（MFC-02/03用）
MC-8用機能拡張ユニット

近藤科学株式会社

取り扱い説明書

安全のために

ラジコンの性質上、取り扱いを誤ると危険な結果を招きます。
できるだけこのような事態をさけて安全に本製品をお使いい
ただくために、下記項目をよく読んでお使いください。なお、
下記の注意事項に反して使用した場合のご自身や他人への損
害は、弊社では責任を負いかねます。あらかじめご了承ください。

取扱いを誤って使用した場合、〔死亡または重傷を負う可
能性が想定され高い頻度で物損事故が発生する〕内容です。

取扱いを誤って使用した場合、〔傷害を負う可能性または
物損事故のみが発生する事が想定される〕内容です。

製品の内容
キーエクスパンションユニットEXP-801 MFC-02用ステッカー

MFC-0３用ステッカー

ご使用状況に合わせたステッ
カーをご使用ください。

キーエクスパンションは、それぞれの機能を操作する６個のファンク
ションボタンを持っています。これらをこのマニュアルではファンク
ション１-６と呼んでいます。

ご注意

この製品は、弊社製MC-8、MR-8と共に、タミヤ社製の
MFC-03または０２を使用するための製品です。
なお、この製品はキーエクスパンションEXP-801のみが含ま
れており、その他の製品は別売です。
※MFC-02,MFC-0３は株式会社タミヤの商品名です。

対応機器の切替方法
電源がOFFの状態で、ファンクション5のボタンを押しながら、MC-8の電源
スイッチを0.5秒以上押します。ブザーが鳴ったら、ボタンを離します。
この操作により、対応機種が交互に切り替わります。
電源スイッチだけを押して、起動すると、使用できる機種によってブザーの
鳴り方が異なりますので、現在の対応モードを確認いただけます。
ピッピッ（２回鳴る）：　MFC-02対応モード
ピッピッピッ（３回鳴る） ： MFC－０３対応モード

キーエクスパンションをMC-8に挿入し、先に取り外したビスを取り
付けてください。

1,コネクターカバーを、MC-8から取り外します。
（ビスを緩めて取り外します）

2,キーエクスパンションユニットをMC-8に取り付けます。

このビスは、キーエクスパンションを固定するために使用されます。
ビスを無くさないようご注意ください。

ファンクション５

電源スイッチ

キーエクスパンションは、MFC-03または
MFC-02ユニットに 対応します。 使用する
ユニットに応じた機能を使用するために内部
のソフトウエアを切り替えて使用します。

当製品をお買い上げいただき誠にありがとうございます。この製品はMC-8用の機能拡張ユニットです。従って、このユニットだけ
でのご使用はできません。MC-8と組み合わせてご使用ください。

MC-8への取り付け方法

MFC-02/03からMR−8への接続

MR-8 
チャンネル

接続先
MFC-02 MFC-03

CH-A

CH-B

CH-C

CH-D

J5 Iスロットル入力  IN②（TH）

J7 ミッション入力 IN④（TM）

J6 サポートレッグ入力 IN③（SL）

J4  ステアリング入力 IN①（ST）

J2 スロットル入力 　IN②（TH）

J4 ミッション入力　  IN④（TM）

J3 CH3入力           IN③（CH3）

J1 ステアリング入力 IN①（ST）

使用方法
MFC-02/03の準備 ステアリングとウインカーの方向

キーエクスパンションの機能

各ボタンの名称

Function1

Function2

Function3

Function4

Function5

Function6

Function7

Function8

Function9

Function10

MFC-02 MFC-03

ライト　点灯切り替え

ハザードランプ

ブレーキ設定切り替え
 （MC-8 C-CHでの

動作.)

ホーン・サポートレッグ切替
（MC-8 C-CHでの

動作.）

空き

空き

ハザード音切替
(ハザードがONのときの

音を切り替え）
ホーン音切替

（ホーンがONのときの
音を切替）

エンジン　スタート・停止 エンジン　プレヒート/停止

ウインカー　左

ハイビーム

ウインカー　右

ホーン

キーエクスパンションのボタンはファンクションキー1～6として機能しま
す。また、MC-8にキーエクスパンションを取り付けた場合、MC-8のCH-G
およびCH-Hボタンはファンクションキー7～10として働きます。

1. MFC-02 / 03のコントロールユニットの選択スイッチをマルチモードに
設定してください。 （MFC-02 / 03のマニュアルを参照。）

2. MFC-02 / 03を初期化してください。 （手順については、MFC-02 / 
03のマニュアルを参照してください。）

3. MFC-02 / 03のマニュアルには、送信機を使用して「ティーチングモー
ド」を実行する説明となっていますが、MC-8と本機を使用する場合に
は、行わないでください。 「ティーチングモード」を行った場合は、再度初
期化を行ってください。

ファンクションボタン 1 ～ 6

ファンクション8

ファンクション7

ファンクション10

ファンクション9

使用するサーボによっては、MC-8側のステアリングの動作を逆にしなければなりません。（
ステアリングチャンネルをリバースに設定する方法については、MC-8のマニュアルを参照
してください。）
また、ステアリングのリバース設定を使用した場合、ウィンカー操作の方向が問題となりま
す。（このウィンカー操作はCH-Dスティックによるものです）
解決するためには左右のウインカーランプの接続を入れ替えます。
1）MFC-03ユニットの左右のウィンカーランプの接続を入れ替えます。
J21ウィンカーF（右）黄/緑　<=> J22ウィンカーF（左）黄/緑
J23ウィンカーR（右）黄/青   <=> J24ウィンカーR（左）黄/青

2）MFC-02ユニットの左右のウィンカーランプの接続を入れ替えます。
J25AウィンカーF（右）黄/緑<=> J26AウィンカーF（左）黄/緑
J25BウィンカーR（右）黄/緑<=> J26BウィンカーR（左）黄/緑

※この変更により、CH-Dスティック操作によるサーボとウィンカーの方向の問題が解決さ
れます。
※ファンクション8と9を使用したウィンカーの操作方向の問題は、ウィンカーリバースの操
作によって解決されます。（ウインカーリバースについてはキーエクスパンションの機能を
御覧ください。）

1) ウインカーリバース
ファンクション7によるウインカー左とファンクション9 のウインカー右の動作を入
れ替えることができます。（MC-8の電源をOFFにした状態から行います。）
#1 ファンション4を押したままMC－8の電源スイッチをいれます。
#2 約3秒後にファンクション4のボタンを離します。
#3 左右のウインカーの動作が入れ替わっているか確認します。

2) オールリセット
設定した内容がよく判らなくなった場合には、すべての設定を工場出荷時の状態
に戻すことができます。（MC-8の電源をOFFにした状態から行います。）
#1 ファンクション１と２のボタンを押したまま電源スイッチを入れます。
#2 ３秒後にファンクション1と２を離します。
#3 すべての設定したデータが、初期化されました。
※問題が解決しない場合には、MC-8本体のリセットもお試しください。

3) サーボリバース
サーボリバースは送信機本体（MC-8)のリバース設定で行います。.

4) エンドポイント調整
各チャンネルのエンドポイントの調整は、送信機本体（MC-８）で行います。

5) トリム設定
各チャンネルのトリムの調整は、送信機本体（MC-８）で行います。

※キーエクスパンションユニットが接続された状態でのセッティングデータは、キーエ
クスパンション内部のマイクロコンピューターに記憶されます。

使用時の注意

警告
警告

禁止事項

禁止事項
● 雷の鳴っているときには使用しない。 ※アンテナに落雷の危険があります。

● 雨天や水たまりのある場所では使用しない。 ※製品に水が入り、暴走することがあります。

● 次のような場所では使用しない。 ※混信やトラブルにより暴走した場合、危険な事態になります。
1. ラジコンサーキットの近く（3km 程度以内）
2. 人や道路や車・船の近く
3. 高圧線や通信施設の近く

● 疲労・飲酒・服薬により集中力に支障をきたすような時に使用しない
※判断ミスにより思わぬ事故を引き起こします。

● エンジンの燃料や排気等を本製品のプラスチック部にかけない。
※放置しておくと侵され、破損します。

注意

注意

強制事項

強制事項

警告
強制事項

強制事項

● 電源を入れるときは、送信機→受信器の順でおこない、切るときはその逆の受信器→送信機の順
でおこなう。 ※順番を逆におこなうと、受信器がノイズを拾い暴走することがあります。

● RF モジュール(MC-8の場合、本体内蔵) の分解は、法令により禁止されており、罰則の対象。 
※すべての製品の分解・改造はショートその他の事故の原因となり、また、サービス部での修理の
受付をお断りする場合があります。

● 走行後、エンジンやモーター・スピードコントローラー等、熱くなっている部分に触れない。 
※火傷します。

● 現在のモデルメモリーや設定内容が実際に走行させるモデルのものか、必ず確認する。 
※暴走の原因になります。

● 送信機の機能設定を変更する時は、必ずエンジンを停止した（モーター配線を外した）状態で
おこなう。

使用後の注意
● 電動カーの場合、必ず走行後には走行用バッテリーをはずす。
※誤って電源が入った時、暴走したり火災の原因になったりすることがあります。

● 送信機や電池・モデルを幼児の手の届かない所に保管する。
※化学物質による被害を受けたり、ケガの危険性があります。

● 長期間使用しないときは、送信機から電池をはずしておく。
※そのまま放置すると、電池の液もれにより送信機が破損する恐れがあります。

● 送・受信機は下記のような場所には保管しない。
1. 極端に熱い所や寒い所（40°以上～10°以下）
2. 直射日光の当たる所 3. 湿気の多い所 4. 振動の多い所
5. ホコリの多い所　
※このような所に保管すると、ケースの変形や故障の原因になります。

製品の保証について
近藤科学株式会社は、この製品についてアフターサービスその他の保証を行います。ただし本製品の性格上次
のような点については、保証致しかねますのでご了承ください。
1） 組み立てによるパーツ類の破損。
2） 組み立てた後の操作によるものと判断できる損害・不都合については、過失・故意を問わず保証の対象と
なりません。
3） 本製品の改造、解析を行った場合。

使用許諾について
“本文中の会社名または商品名については、それぞれの商標, または登録商標です。”本製品に付属または弊
社HP よりダウンロードしたソフトウェアのご使用については、本製品の一部としての使用及びその目的での
複製が認められます。それ以外の用途にはご使用にならないでください。なお、本製品およびソフトウェアの知
的財産権やその他法的な諸権利は、近藤科学株式会社にあります。法律に違反する行為（CD-ROM に収録の
ソフトウェアおよび取扱説明書などのマニュアル類に関する複製、改版、不特定多数に対する無許可の公開・
閲覧など）については、法令上の罰則、その他の適用を申し立てる場合があります。

製品についてのお問い合わせ
■ 近藤科学株式会社 サービス部

〒116-0014 東京都荒川区東日暮里4-17-7
お問い合わせ ： 03-3807-7648（サービス部）

営業時間 ： 月曜～金曜（祝祭日を除く）
9:00 ～ 12:00 / 13:00 ～ 17:00 www.kopropo.co.jp

Instruction Manual
Multi function equipment for MC-8

Xpansion Keys EXP-801 for MFC-02/03

For Safe Operation

Technical Information

Warning

Caution

Notes for Usage

Notes After Usage

Explanation of product warranties

Explanation of Licensing

Warning
Prohibited matters

Warning
Enforcement matters

Warning
Enforcement matters

Caution
Enforcement matters

Caution
Enforcement matters

Caution
Enforcement matters

• Do not use when there is thunder.
* It is possible for lightning to strike the antenna.
• Do not use in the rain or in areas where water has accumulated.
* If water enters the product it may lead to an uncontrollable model.
• Do not use in the following locations:
1. Near R/C circuits (within 3km)
2. Near crowds, on streets, or near actual vehicles or ships.
3. Near high-voltage power lines or communication facilities.
* If signal interference, etc. Causes an uncontrollable model, a serious accident may 

result.
• Do not use when your concentration levels are compromised by tiredness, alcohol, 

medication, etc.
* Mistakes in judgment may result in serious accidents.

• Make sure to stop the engine (disconnect motor cables) before changing transmitter 
settings.

• In the case of an R/C car, make sure to remove the battery pack after driving.
* If the car is switched on accidentally, it may lead to a fire or an uncontrollable model.
• Keep transmitters, batteries, and models away from small children.
* Chemical agents and the items themselves may cause personal injury.

• Remove batteries from transmitter if it will not be used for a considerable time.
* If batteries are left in the transmitter, battery leakage may result in damage.
• Do not store transmitter/receiver in the following conditions:
1. Extremely hot (over 40ºC) or cold (below 10ºC) temperatures.
2. Locations in direct sunlight.
3. Locations with high humidity.
4. Locations subject to vibrations.
5. Locations with lots of dust.
* These conditions may cause the case to deform and damage the product.

KondoKagaku co. ltd. guarantee after-sale service and others about this product. However, 
please understand that it cannot guarantee about the following points on the character of 
this product.

1) Breakage of the part by assembly.
2) Damage judged to be based on the operation after assembling.
3) When reconstruction of this product and analysis are conducted.

The company name or the brand name for each reference in the text is a registered 
trademark. Downloading the software from the attachment or from our homepage for this 
product and being used for the sole purpose of this product is accepted. Please do not use 
this for any other use. This product, software and the intellectual property rights are the 
legal rights of Kondo Kagaku Co. ltd. The act of which breaks the law, can result in penal 
regulations and other applicable laws in the region that the violation takes place.

• When switching on, always turn on the transmitter first, followed by the receiver. 
Follow the reverse order when switching off.

* If the wrong order is followed, it may lead to an uncontrollable model.
• Dismantling or modifying the RF Module (internalized in the case of the EX-RR) is 
prohibited and is punishable by law.

* Doing so may lead to accidents such as short circuits and KO Propo Customer Service 
Department may not accept dismantled/modified products for repair.

Do not use this product in aircraft, hospitals, or near fire alarms or medical equipment.
* This may lead to malfunctions and result in serious accidents. Also, by law you must 
cease operation if the product affects other wireless or electrical devices.

Contents      

Notice

Attach to MC-8

Connect to MR-8 receiver from MFC-02/03.

Usage

Contact information for repairing goods

DoC document https:www.kopropo.co.jp/CE/Xpansion_DoC.pdf

Xpansion Keys EXP-801 for MFC-02/03
 Press the power switch of the MC-8 longer then 0.5 seconds 
while pressing the Function 5 button of the Xpansion.
Release the power button when the ring buzzer sounds.
The buzzer sound pattern indicates the mode of the Xpansion.
“pip pip” (2 beeps) : compatible for MFC-02
“pip pip pip” (3 beeps) : compatible for MFC-03

Result of the function button operate are changed by mode. 

Xpansion Keys has 6 buttons to control each function.
These buttons are called Function 1 to 6 in this instruction manual.

MR-8 
Channel

Cable from 
MFC-02 MFC-03

CH-A

CH-B

CH-C

CH-D

J5 Input/Throttle　        IN②（TH）

J7 Input/SHIFT　          IN④（TM）

J6 Input/Support leg　IN③（SL）

J4 Input/Steering 　     IN①（ST）

J2 Input/Throttle 　IN②（TH）

J4 Input/SHIFT 　  IN④（TM）

J3 Input/CH3　       IN③（CH3）

J1 Input/Steering   IN①（ST）

How to change mode 

Name of each button
Function button 1 to 6

Function8

Function7

Function10
Function9

Preparing MFC-02 /03

Functions of the EXP-801 Xpansion keys with MC-8.

Steering and winker direction.

Function1

Function2

Function3

Function4

Function5

Function6

Function7

Function8

Function9

Function10

MFC-02 MFC-03

Light position (Light on/off each lamp and beam.)

Hazards ON/OFF (Work/stop Hazards lamp)

Change brake setting
(Change functions of 

the MC-8 C-CH.)

HORN/Support leg change
（Change functions of 

the MC-8 C-CH.）

NONE

NONE

Hazards A/B change
(Change the tones 

when the Hazards ON.）
Horn A/B change

（Change the tones 
when the Horn ON.）

Engine ON/OFF
（Engine start/cut）

Engine Pre-heat/OFF
（Engine Pre-heat/cut）

Turn signal LEFT（Turn on the left winker）

Main beam ON/OFF　（Main beam turn on/off.）

Turn signal RIGHT　（Turn on the right winker）

HORN ON　（Working horn）

1. Please set the Select switch on the Control unit of the 
MFC-02/03 to multi mode. (Please refer to MFC-02/03 
manual.)

2. Please format MFC-02/03. (Please refer to MFC-02/03 
manual for this procedure.)

3. Referring to the manual of MFC-02/03, you must do 
“teaching mode” with your radio, but you do not do this 
using the Xpansion with MC-8. If you did the “teaching 
mode”, please do the formatting again.

Depending on the servo you are using, it may be necessary to reverse the steering 
channel on the MC-8 side.

Please refer the MC-8 manual for how to set the steering channel to reverse.
Also, in case of using reverse setting of steering, winker operation has problem with 

direction.
(This winker operation is by CH-D stick) 
The solution is to swap the left and right turn signal lamp connections.

1) Exchange the connections of the left and right Winker lamps of the MFC-03 unit.
J21 winker F (right) Yellow/Green <=> J22 winker F (left) Yellow/Green
J23 winker R (right) Yellow/Blue <=> J24 winker R (left) Yellow/Blue
*The winker lamps need to be exchanged for using EXP-801 Xpansion keys.

2) Exchange the connections of the left and right Winker lamps of the MFC-02 unit.
J25A winker F (right) Yellow/Green <=> J26A winker F (left) Yellow/Green
J25B winker R (right) Yellow/Green <=> J26B winker R (left) Yellow/Green

*The winker lamps need to be swapped when using EXP-801 Xpansion Keys unit.
This change will solve the problem of the servo and winker directions by CH-D stick 
operation.
The winker operation directions using Function 8 and 9 problem will still remain.
This problem is solved by winker reverse operation.

 Please use the sticker 
for your application.

Xpansion keys can be used for the 
MFC-03 and MFC-02 units. You can 
choose the function for the correct 
functional support of the product 
being used.

1) Winker reverse
The Function 7 Turn signal LEFT and the Function 9 Turn signal can be swapped.
#1 Hold down the Function 4 of the EXP-801 and power on the transmitter.
#2 Release the Function 4 after 3 seconds.
#3 Left and right winker functions have been swapped. Please confirm the functions.

2) All reset
When operations are uncertain, All Reset is used to format the EXP-801 unit to 
factory default settings.
#1 Hold down the Function 1 and the Function 2 of the EXP-801 unit and turn on the 
transmitter.
#2 Release both Function 1 and Function 2 keys after 3 seconds.
#3 All of the setting are formatted.
If there are any problems, please try formatting the MFC-03 unit again.

3) Servo reverse
Servo reverse is possible by the same operation as the transmitter (MC-8).

4) End point adjustment
End point adjustment is possible by the same operation as the transmitter (MC-8).

5) Trim setting
Trim setting is possible by the same operation as the transmitter (MC-8).

*Each setting data installed with the Expansion-801 unit will be saved in the Micro 
computer chip of the EXP-801 unit.

Function5

Power Switch
This product must be used together with the MC-8 and MR-8 
in conjunction with the MFC-03 or 02 made by Tamiya Inc. 
This product only includes the Xpansion Keys EXP-801 for 
MFC-02/03. Other equipment is not included and other 
products are sold separately.
*MFC-02, MFC-03 are Tamiya Inc. named products.

1,Remove from connector cover from MC-8.
 ( loosen screw and remove.)

2,Attach Xpansion keys to the MC-8.

These screws are used to affix the Xpansion Keys.
Please do not lose these screws.

 Buttons on the Xpansion keys work as Functions 1 to 6. Also, 
CH-G and CH-H buttons on the MC-8 are operated as Function 
7 to 10 when installing the Xpansion Keys to the MC-8.

Kondo Kagaku Co., Ltd.
Service department
ADDRESS : 4-17-7 Higashi-Nippori, 

Arakawa-ku Tokyo Japan 116-0014

TEL : 03-3807-7648 (service)
9:00 -12:00 & 13:00 -17:00
Mon. – Fri. Except national holidays
Latest information can be accessed here

Function sticker for MFC-02

Function sticker for MFC-03

www.kopropo.co.jp

Improper handling/usage may lead to personal injury or 
material damage.

Improper handling/usage may lead to a high probability of 
material damage as well as a possibility of serious 
personal injury or even death.

Due to the nature of radio controlled models, improper 
handling may lead to dangerous situations. Therefore please 
read the following information carefully in order to ensure 
safe operation.
Please also understand that KO Propo is not responsible for 
any injuries or damage which result from noncompliance of 
these cautions and notices.

 Thank you for purchasing this product.
This is the Xpansion Unit for the MC-8. This product must be used 
with the MC-8 and can not be used by itself.

Please insert the Xpansion Keys to the MC-8 and 
affix the screws as the upper drawings shows.

1 2 3

4 5 6

1 2 3

4 5 6

1 2 3

4 5 6


